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■
投
票
で
き
る
人

投
票
で
き
る
の
は
、
平
成
４
年

１
月
２３
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
で
、

平
成
２３
年
１０
月
１４
日
以
前
に
住
民

票
が
作
成
さ
れ
（
転
入
者
に
つ
い

て
は
、
同
日
以
前
に
転
入
届
）、
引

き
続
き
３
カ
月
以
上
市
内
に
住
所

を
有
す
る
人

■
投
票
時
間

午
前
７
時
か
ら
午
後
８
時
ま
で

※
た
だ
し
、
塩
沢
、
板
室
、
新
湯

地
区
は
、
午
後
７
時
ま
で
。

■
期
日
前
投
票
が
で
き
ま
す

投
票
日
に
、
仕
事
や
旅
行
な
ど

で
投
票
所
に
行
け
な
い
人
は
、
期

日
前
投
票
が
で
き
ま
す
。

◆
と

き

１
月
１６
日
�
〜
２１
日
�
の
午
前

８
時
３０
分
〜
午
後
８
時

◆
と
こ
ろ

・
市
役
所
本
庁
舎
市
民
室

・
西
那
須
野
庁
舎
１
０
０
会
議
室

・
塩
原
庁
舎

・
ハ
ロ
ー
プ
ラ
ザ

※
４
カ
所
、
ど
の
期
日
前
投
票
所

で
も
宣
誓
書
を
記
入
の
う
え
、

投
票
で
き
ま
す
。
投
票
所
入
場

券
が
届
い
て
い
れ
ば
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

■
郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票

身
体
に
重
度
の
障
害
が
あ
り
、

障
害
者
手
帳
等
を
持
っ
て
い
て
、

一
定
の
要
件
に
該
当
す
る
人
や
、

介
護
保
険
の
被
保
険
者
証
に
、
要

介
護
状
態
区
分
が
要
介
護
度
５
と

記
載
さ
れ
て
い
る
人
を
対
象
に
、

郵
便
等
投
票
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
選
挙
管
理
委
員
会
事

務
局
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
投
票
日
当
日
に
サ
イ
レ
ン
が
鳴

り
ま
す

◆
時
刻

午
前
７
時
、
正
午
、
午
後
７
時

■
開
票
は
参
観
で
き
ま
す

◆
と

き

１
月
２２
日
�

午
後
９
時
３０
分
か
ら

◆
と
こ
ろ

く
ろ
い
そ
運
動
場
体
育
館

■
投
票
結
果
と
開
票
速
報

投
票
結
果
は
午
後
９
時
３０
分
か

ら
、
開
票
状
況
の
速
報
は
午
後
１０

時
か
ら
３０
分
お
き
に
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

■本
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

�
０
２
８
７（
６２
）７
１
８
３

�・FAX…電話・ファックス …電子メール ■HP…ホームページアドレス

投 票 所 一 覧（投票入場券で投票所をご確認ください）

投 票 区 の 区 域

本町、宮町、新朝日、本郷町、黒磯幸町

東大和町、中央町、高砂町、弥生町、桜町、材木町、上黒磯、橋本町

緑ケ丘団地、北栄町、阿波町、新町、西新町、豊住町、豊浦北町、若松団地

並木町、若草町、稲村一区、稲村二区、稲村西町

松原町、東原二区、東原三区、東原四区、美原町、東原中央、四方寺

豊町、住吉町、大黒町、若葉町、末広町

豊浦中町、豊浦町、松浦町、新緑町、清住町、上豊浦3区の1、豊浦南町、春日町

錦町、共墾社一区、共墾社二区、下厚崎・渡辺

下豊浦、雇用促進住宅、鍋掛豊浦

黒磯七区

東栄1丁目、東栄2丁目、安藤町、原町、下黒磯、青葉台、東豊浦

上厚崎3丁目、上厚崎 4丁目、上厚崎 5丁目、新上厚崎、上埼玉一区、上埼玉二区、下埼玉、南埼玉1区、南埼玉2区、南埼玉3区

上厚崎1丁目、上厚崎2丁目、馬蹄形

東原一区、藤田一区、藤田二区、小結、小結開拓、鳥野目

豊岡、石田坂・赤沼、寺子、熊久保、望田

越堀西、越堀

鍋掛、鍋掛東町、日新

樋沢、野間、新堀、鍋掛原

長久保

佐野

下中野

大原間、東那須野区、東小屋、山中大塚、三本木、木曽畑中、沼野田和

北弥六、前弥六、沓掛、沓掛新田

投 票 所

黒磯保健センター

いきいきふれあいセンター

旧マロニエ幼稚園

いなむらコミュニティセンター

東原小学校

黒磯中学校

ゆたか保育園

児童生徒サポートセンター

豊浦小学校

日新中学校

とようら公民館

埼玉小学校

厚崎公民館

東原地域活動センター

寺子小学校

越堀自冶公民館

鍋掛公民館

野間分館

長久保自治公民館

佐野分館

下中野公民館

東那須野公民館

沓掛集落センター

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

１３

１４

１５

１６

１７

１８

１９

２０

２１

２２

２３

市
長
選
挙
・
市
議
会
議
員
補
欠
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す

投
票
日
は
、
１
月
２２
日
�
で
す

あ
な
た
の
貴
重
な
１
票
を
、
ま
ち
づ
く
り
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
必
ず
投
票
し
ま
し
ょ
う

２平成24年 1月 5日号



【本誌中では、次の省略記号を使用しています】 ■本…本庁舎（黒磯） ■西…西那須野庁舎 ■塩…塩原庁舎

投 票 区 の 区 域

島方、方京、上中野、笹沼

北和田、波立、中内鹿野崎、無栗屋、中島、百目木、上郷屋、唐杉、塩野崎、塩野崎新田

高林、下の内、川原向、箕輪、洞島、箭坪、木綿畑本田、木綿畑新田、柏林

湯宮、鴫内

百村本田、百村新田、穴沢、油井、笹野曽里、西岩崎の一部（細竹）

板室

塩沢

戸田、西岩崎の一部（西岩崎・亀山）

青木一区、青木二区、青木三区、青木四区、青木東昭区

永田町、扇町（10番から12番までを除く）、あたご町、西朝日町、南町、西幸町

下永田、緑2丁目

緑１丁目、二つ室、北二つ室（350番地を除く）、太夫塚4丁目

一区町

二区町

三区町、四区町、千本松

上赤田、北赤田、東赤田、南赤田、西赤田

旧国道4号より北の三島、東三島、西三島

旧国道4号より南の三島、東三島、西三島、南郷屋１０６番地、睦

西大和、西原町、五軒町、扇町（10番～12番）、北二つ室（350番地）、太夫塚（4丁目を除く）

西栄町、東町、南郷屋（106番地を除く）

国道4号より北の井口、西遅沢、東遅沢

国道4号より南の井口、西遅沢、東遅沢、高柳、西富山、関根、東関根、槻沢

新南、石林

福渡、大網

塩釜、塩の湯、畑下

門前、古町、上の原、中塩原

上塩原、元湯、笹の平

新湯

関谷（菅を除く）、下田野、金沢のうち上組の一部、折戸

金沢（上組の一部を除く）、宇都野

下大貫、上大貫、高阿津

関谷のうち菅、遅野沢、蟇沼

上横林、横林、接骨木

※従来からの「区域つきあい」により、一部例外もありますので、ご注意ください。

投 票 所

大原間小学校

波立小学校

高林小学校

田舎ランド鴫内

穴沢小学校

公民館 板室分館

板室自然遊学センター

戸田小学校

青木一区多目的研修センター

西那須野支所（100会議室）

大山公民館

二つ室公民館（集落センター）

一区町公民館（構造改善センター）

二区町公民館（集落センター）

西公民館

南赤田公民館

那須野が原博物館

三島小学校

西那須野公民館

第一南公民館

上井口公民館

狩野公民館

新南公民館

福渡公民館

塩原保健福祉センター（ゆっくりセンター）

塩原支所

上塩原農村活性化センター

新湯公民館

ハロープラザ

金沢小学校

上大貫集落センター

遅野沢公民館

横林小学校
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５０
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５４

５５

５６

◆
選
挙
管
理
委
員
会
委
員

に
異
動
が
あ
り
ま
し
た

委
員
長
の
室
井
次
男
氏
の
退

職
に
伴
い
、
平
成
２３
年
１２
月
１２

日
付
け
で
、
委
員
に
次
の
と
お

り
異
動
が
あ
り
ま
し
た
。

新
編
成

・
委
員
長

鈴
木
克
弘
氏

・
委
員
長
職
務
代
理

金
子
啓
子
氏

・
委

員
君
島
一
雄
氏

月
江
善
夫
氏
（
新
任
）

問
い
合
わ
せ

■本
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

�
０
２
８
７（
６２
）７
１
８
３

平成24年 1月 5日号３



■
申
告
の
事
前
準
備
の
注
意
点

●
申
告
に
必
要
な
書
類
（
源
泉
徴

収
票
、
領
収
書
、
控
除
証
明
書

な
ど
）
を
そ
ろ
え
て
お
い
て
く

だ
さ
い
。

●
必
要
な
書
類
が
そ
ろ
っ
て
い
な

い
場
合
、
事
前
の
準
備
が
不
十

分
な
場
合
、
受
け
付
け
に
時
間

が
か
か
り
ま
す
。
再
度
来
て
い

た
だ
く
こ
と
や
申
告
の
受
け
付

け
が
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

●
申
告
期
間
の
序
盤
や
終
盤
は
、

申
告
会
場
が
大
変
混
雑
し
、
長

時
間
待
つ
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

で
き
る
だ
け
定
め
ら
れ
た
日
に

申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
告
書
な
ど
の
各
種
用
紙
と
申

告
の
手
引
き
は
、
１
月
下
旬
に

次
の
窓
口
に
用
意
す
る
予
定
で

す
。

■本
課
税
課
、
■西
総
務
税
務
課
、

■塩
総
務
福
祉
課
、
箒
根
出
張
所

◆
問
い
合
わ
せ

■本
課
税
課

�
０
２
８
７（
６２
）７
１
２
１

■西
総
務
税
務
課

�
０
２
８
７（
３７
）５
１
０
１

■塩
総
務
福
祉
課

�
０
２
８
７（
３２
）２
９
１
０

市 県 民 税 ・ 所 得 税

申告の受け付けが始まります
2月16日（木）～3月15日（木）

受付時間：午前8時30分～11時30分、午後1時～4時

黒 磯 地 区
会場：市役所本庁舎（黒磯）大会議室 �0287（62）7121

対 象 者 お よ び 対 象 地 区

年金所得者で還付申告をする人
※上記以外の申告は、受け付けできません。

東那須野区、大原間、東小屋、山中・大塚、佐野、三本木、木曽畑中、沼野田和、下中野
大原間西一丁目・二丁目、島方、方京、方京一丁目・二丁目・三丁目、上中野、笹沼、北弥六、
前弥六、沓掛、沓掛新田、中島
北和田、波立、中内・鹿野崎、百目木、無栗屋、上郷屋、塩野崎、塩野崎新田、唐杉、
沓掛一丁目・二丁目・三丁目、前弥六南町
豊岡、石田坂・赤沼、寺子、熊久保、樋沢、鍋掛東町、日新、望田
越堀、越堀西、鍋掛、野間、鍋掛原、長久保、新堀
高林、下の内、箕輪、洞島、箭坪、川原向、柏林、木綿畑本田、木綿畑新田、湯宮、鴫内、穴沢、
笹野曽里、塩沢、板室、油井、西岩崎
百村本田、百村新田、戸田、青木一区・二区・三区・四区・東昭区
農業所得者で2月27日に申告するよう通知のあった人（農業収支）

農業所得者で2月28日に申告するよう通知のあった人（農業収支）

北栄町、松原町、美原町、鳥野目、藤田一区・二区、小結、小結開拓、上黒磯、緑ヶ丘団地
本郷町、新朝日、宮町、本町、黒磯幸町、錦町、住吉町、豊町、中央町
高砂町、弥生町、橋本町、桜町、材木町、大黒町、若葉町、東大和町、東栄一丁目・二丁目
共墾社一区・二区、共墾社一丁目、安藤町、原町、東豊浦、雇用促進住宅、下豊浦
鍋掛豊浦、黒磯七区、下黒磯、下厚崎・渡辺
新上厚崎、上厚崎 1丁目・ 2丁目・ 3丁目・ 4丁目・ 5丁目、馬蹄形
下埼玉、上埼玉一・二、南埼玉 1区・ 2区・ 3区
東原一区・二区・三区・四区、東原中央
稲村一区・二区、稲村西町、四方寺、若松団地、豊浦北町
豊浦中町、上豊浦 3区の 1、豊浦町、豊浦南町、末広町、清住町、新緑町、松浦町
春日町、阿波町、豊住町、新町、西新町、並木町、若草町、青葉台

上記の指定日に来られなかった人

東
那
須
野
地
区

鍋
掛
地
区

高
林
地
区

農
業

黒

磯

地

区

月 日

水

木

金

月

火

水

木

金

月

火

水

木

金

月

火

水

木

金

月

火

水

木

１５

１６

１７

２０

２１

２２

２３

２４

２７

２８

２９

１

２

５

６

７

８

９

１２

１３

１４

１５

２

月

３

月
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■
申
告
に
必
要
な
も
の
（
共
通
）

�
印
か
ん

�
預
金
通
帳
な
ど
口
座
番
号
が
確

認
で
き
る
も
の
（
所
得
税
が
還

付
に
な
る
場
合
に
必
要
で
す
）

�
申
告
書
ま
た
は
ハ
ガ
キ
（
税
務

署
か
ら
送
付
さ
れ
た
人
の
み
）

■
所
得
の
申
告
に
必
要
な
も
の

�
給
与
所
得

源
泉
徴
収
票
の
原
本
（
コ
ピ
ー
、

写
し
は
不
可
）

�
公
的
年
金
所
得

公
的
年
金
の
源
泉
徴
収
票
の
原

本
（
コ
ピ
ー
、
写
し
は
不
可
）

�
営
業
・
農
業
な
ど
の
事
業
所
得

○
売
上
げ
、
経
費
が
分
か
る
帳
簿
、

領
収
書
、
通
帳
な
ど

○
保
険
外
交
員
な
ど
は
、
報
酬
の

支
払
調
書

�
不
動
産
所
得

地
代
や
線
下
補
償
の
支
払
調
書

な
ど
収
入
金
額
が
分
か
る
も
の

�
個
人
年
金
所
得

保
険
会
社
か
ら
の
年
金
支
払
に

関
す
る
通
知

�
満
期
保
険
等
所
得

保
険
会
社
か
ら
の
満
期
金
の
受

取
通
知
ま
た
は
支
払
明
細

■
所
得
控
除
に
必
要
な
も
の

�
医
療
費
控
除

医
療
費
の
領
収
書
、
高
額
療
養

費
な
ど
の
給
付
書
類

�
寄
付
金
控
除

寄
付
金
の
領
収
書
な
ど

�
雑
損
控
除

被
害
を
受
け
た
資
産
に
関
す
る

書
類
（
取
得
時
期
、
取
得
価
格

が
分
か
る
も
の
）、
修
繕
に
関
す

る
領
収
書
、
り
災
証
明
な
ど

�
各
種
保
険
の
控
除
証
明
書

社
会
保
険
料
、
国
民
健
康
保
険

税
、
国
民
年
金
保
険
料
、
農
業

者
年
金
保
険
料
、
小
規
模
企
業

共
済
等
掛
金
、
生
命
保
険
料
、

地
震
保
険
料
、
個
人
年
金
保
険

料
な
ど

◎
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

自
分
で
申
告
書
を
作
成
で
き
る

人
は
、
あ
ら
か
じ
め
作
成
し
た

申
告
書
を
申
告
会
場
に
持
参
す

る
か
、
郵
送
で
大
田
原
税
務
署

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い

申告に必要な書類は

そろっていますか
（書類がそろっていない場合、申告の受
け付けができないことがあります。申
告前に必ず確認してください）

西那須野地区
会場：西那須野庁舎100会議室

�0287（37）5101

対象者および対象地区

年金所得者で還付申告をする人
※上記以外の申告は、受け付けできません。

一区町
二区町
三区町、千本松
四区町
上赤田、北赤田、東赤田、南赤田
西赤田、南町、西幸町、西朝日町
永田町、扇町、あたご町、西栄町
西大和、西原町、五軒町、東町
太夫塚
南郷屋
睦、新南
高柳、西富山
三島
東三島
西三島
井口、西遅沢、東遅沢、関根、東関根
槻沢、石林
下永田
緑 1丁目・ 2丁目、二つ室、北二つ室

上記の指定日に来られなかった人

月 日

水

木

金

月

火

水

木

金

月

火

水

木

金

月

火

水

木

金

月

火

水

木

１５

１６

１７

２０

２１

２２

２３

２４

２７

２８

２９

１

２

５

６

７

８

９

１２

１３

１４

１５

２

月

３

月

塩 原 地 区
2月15日（水）～ 3月 7日（水）
会場：ハロープラザ第2、第3会議室 �0287（35）2006
3 月 8日（木）～１５日（木）
会場：塩原庁舎大会議室 �0287（32）2910

対象者および対象地区

ハ
ロ
ー
プ
ラ
ザ

塩
原
庁
舎

年金所得者で還付申告をする人
※上記以外の申告は、受け付けできません。

旭町、上町、日の出
元町、京町、上の内

下田野、遅野沢、蟇沼
金沢、折戸
宇都野、高阿津
上大貫、下大貫
上横林、横林、接骨木
関谷、下田野、遅野沢、蟇沼
金沢、折戸
宇都野、高阿津
上大貫
下大貫
上横林、横林、接骨木

上記の指定日に来られなかった人

塩原、湯本塩原

中塩原、上塩原

上記の指定日に来られなかった人

関
谷

農

業

月 日

水

木

金

月

火

水

木

金

月

火

水

木

金

月

火

水

木

金

月

火

水

木

１５

１６

１７

２０

２１

２２

２３

２４

２７

２８

２９

１

２

５

６

７

８

９

１２

１３

１４

１５

２

月

３

月
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確定申告の注意点
1 申告が必要な人

平成24年 1 月 1 日現在、那須塩原市に住所がある次
の人
�平成23年中に、事業所得（営業、農業など）、不動産
所得（地代、家賃など）、譲渡所得（株式などの売却
益）、その他所得があった人
�給与所得者で年末調整が済んでいても、次に該当す
る人
・医療費控除、住宅ローン控除を申告する人
・給与を 2カ所以上から受けていて、年末調整に含
まれない給与収入がある人

�勤務先で年末調整しなかった人
�平成23年中に退職した人

2 次の人は、所得がなくても申告して
ください

○国民健康保険税の軽減を受ける人
○児童手当などの各種手当の申請をする人
○国民年金の免除申請をする人
○所得証明書や非課税証明書を必要とする人

3 次の人は、税務署で申告してください

�青色申告をする人
�分離譲渡所得（土地の譲渡や山林所得）がある人
�利子所得がある人
�初めて事業所得（営業、農業など）の申告をする人
で、記入に不安のある人
�医療費控除など所得税の還付申告を 2月16日（木）よ
り前に行いたい人

4 給与所得、公的年金所得の注意点

必ず、源泉徴収票の原本を持ってきてください。コ
ピーでは、申告できません。
源泉徴収票を紛失した場合は、申告までに下記で再
発行してもらってください。
※市では発行できません。
○給与の源泉徴収票…勤務先
○公的年金の源泉徴収票…年金事務所

（旧社会保険事務所）

5 営業・農業・不動産所得の注意点

事業（営業、農業）、不動産所得は、収支を計算して
申告します。事前に経費などの計算をしていない場合
は、再度来ていただくことや申告を受けられないこと
があります。
◆収支計算とは？
収入から必要経費を差し引きして、所得を計算する
方法です。
収入－必要経費＝所得
・収入…売上、地代、家賃収入、農作物の販売金額
など（自家消費分も収入になります）
・必要経費（消耗品、車両経費など）

（5営業・農業・不動産所得の注意点のつづき）
◆具体的には、何をすればいいのですか？
�領収書やレシート、通帳（平成23年 1 月～12月の取
引が記載されているもの）などを整理して、項目ご
とに必要経費をまとめておいてください。

�申告のときに「収支内訳書」（市役所にあります）に、
計算した必要経費を書き込みます。

�経費の内容を確認することがあるので、申告の時に
は領収書やレシート、通帳などの書類を持ってきて
ください。

�農業所得を申告する人は、「農業関係の交付金・助成
金の通知」を持ってきてください。
※「戸別所得補償」は雑収入扱いとなります。

6 医療費控除の注意点

平成23年中に病気やけがなどで年間の医療費が10万
円（ただし、所得200万円以下の人は、所得の 5％）を
超える場合、超えた部分が医療費控除の対象となりま
す。
生計を同一にする家族であれば、医療費をまとめて

申告することができます。
領収書（原本）が必要です。領収書を個人別、病院
別に仕分けし、それぞれ集計してください。
※領収書を入れる集計用の封筒は市役所にあります。

7 雑損控除の注意点

申告のときには、次の書類が必要です
○被害を受けた資産、取得時期、取得価格のわかる書
類

○被害を受けた資産の取壊し費用、除去費用などのわ
かる書類

○被害を受けたことにより受け取る保険金などの金額
がわかる書類

○り災証明書（写し可）
○損失額の計算書（税務署で事前相談した人のみ）
～お願い～
雑損控除の計算は大変時間がかかります。
大田原税務署では、雑損控除の相談受付や申告に必

要な損失額の計算をしていますので、申告期間前に税
務署で相談してください。
問い合わせ
大田原税務署 �0287（22）3115
※自動音声案内になりますので「 0」番を選んでく
ださい。

8 住宅ローン控除の注意点

新たに申告するときには、次の書類が必要です。
○住民票
（平成24年になってから発行されたもの）
○登記事項証明書
○契約書の写し
○住宅ローンの年末残高証明書

６平成24年 1月 5日号



平成23年分申告のおもな変更点
1 年少扶養控除の廃止および特定扶養
親族の範囲の変更

平成23年12月31日現在の年齢が16歳未満の人（年少
扶養親族）に対する扶養控除が廃止されました。また、
特定扶養親族の範囲が16歳以上23歳未満から19歳以上
23歳未満に変更されました。

※障害者控除は、16歳未満の人も控除の対象になりま
す。
※16歳未満の人の扶養控除は廃止されますが、扶養親
族として申告する必要がありますので注意してくだ
さい。

2 東日本大震災に対する税制上の措置

�雑損控除の特例等
東日本大震災により住宅や家財などに生じた損失は、
平成23年分または平成22年分の雑損控除として控除す
ることができる場合があります。
※雑損控除のほか、災害減免法による税金の軽減、免
除や事業用資産の損失を必要経費に算入する特例な
どがあります。
�義援金の寄付金控除の特例
東日本大震災に対する義援金などが、国または地方
公共団体に対する寄付金や財務大臣が指定したもので
あるときは、震災関連寄付金として寄付金控除の対象
となります。
さらに、震災関連寄付金のうち、一定の要件を満た
す寄付金については、所得控除か税額控除を選択する
ことができます。

3 認定NPO法人等に対する寄付金特別
控除の創設

認定NPO法人や公益社団法人等に対する寄付金につ
いて、次のとおり所得控除か税額控除を選択すること
ができるようになりました。
①所得控除
寄付金額（総所得金額等の40％が限度）－2,000円
②税額控除
｛寄附金額（総所得金額等40％が限度）－2,000円｝×
40％
※控除額は所得税額の２５％が限度。

4 電子証明書等特別控除の変更

平成19年分から始まった国税電子申告システム（e-
Tax）を利用して行う場合の税額控除の措置が 2年延長
され、平成24年分までになりました。

※控除が受けられるのは１回だけです。（過去に電子証
明書等特別控除を受けた場合、特別控除対象外です）

5 住宅借入金等特別控除限度額について

平成23年中に住宅を建てて住み始めた場合の住宅借
入金等特別控除の控除限度額が、40万円になります。
（平成22年までは50万円）
また、住宅の取得に際して国や地方公共団体から補
助金を受けた場合には、その額を住宅の取得対価の額
から差し引くことになりました。

23歳～

変更なし

19～22歳

63万円

63万円

16～18歳

63万円

38万円

0～15歳

38万円

廃止

控除額
（変更前）
控除額
（変更後）

24年分
3,000円

23年分
4,000円

22年分まで
5,000円控除額

控除限度額

50万円（60万円）
40万円（60万円）

30万円（40万円）
20万円（30万円）

※（ ）は認定長期優良住宅の場合。

年末残高に
対する控除率
1.0％（1.2％）
1.0％（1.2％）

1.0％（1.2％）
1.0％（1.2％）

控除期間

10年間
10年間

10年間
10年間

居住開始年

22年まで
23年

24年
25年

大田原税務署からのお知らせ

大田原税務署での確定申告の相談および申告の受
け付けは、次のとおりです。

期間 2 月16日（木）～ 3月15日（木）
※土・日曜を除く。
※還付申告は、 2月15日以前でも受け付けて
います。

時間 午前 9時～午後 5時
※相談の受付は、午後 4時30分以降終了する
場合があります。

その他 2 月19日（日）、26日（日）は、電話での申告
相談を行います。
ただし、通常業務（確定申告の受付、申告

用紙の配布など）は行っていません。
問い合わせ

大田原税務署 �0287（22）3115

問い合わせ

■本課税課 �0287（62）7121
■西総務税務課�0287（37）5101
■塩総務福祉課�0287（32）2910

おうちで作成 ネットで申告 e-Taxで確定申告
申告納税は…所得税・贈与税： 3月15日（木）まで
個人事業者の消費税・地方消費税： 4月 2日（月）まで

詳しくは、国税庁のホームページ（www.nta.go.jp/）を見てください

平成24年 1月 5日号７



新年のごあいさつ

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
は
東
日
本
大
震
災
と
東
京
電
力
福

島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
る
放

射
能
漏
れ
と
い
う
国
を
揺
る
が
す
大
災
害

が
発
生
し
、
地
震
、
津
波
被
害
の
対
策
の

み
な
ら
ず
、
日
本
全
体
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

あ
り
方
、
ひ
い
て
は
私
た
ち
の
生
活
の
あ

り
方
自
体
が
問
わ
れ
た
年
で
あ
り
ま
し
た
。

本
市
に
お
い
て
も
、
飛
散
し
た
放
射
性

物
質
が
こ
の
自
然
豊
か
な
地
に
降
り
注
ぎ
、

地
震
対
応
と
と
も
に
放
射
能
対
策
が
求
め

ら
れ
て
お
り
ま
す
。
学
校
や
保
育
施
設
な

ど
で
は
、
子
ど
も
の
屋
外
活
動
に
不
安
が

広
が
り
、
農
産
物
に
お
い
て
は
そ
の
一
部

が
出
荷
停
止
と
な
る
な
ど
、
市
民
生
活
全

般
に
わ
た
り
、
多
大
な
影
響
を
受
け
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

さ
て
、
那
須
塩
原
市
に
と
っ
て
平
成
２４

年
度
は
、
第
一
次
那
須
塩
原
市
総
合
計
画

（
平
成
１９
〜
２８
年
度
）後
期
基
本
計
画
の
ス

タ
ー
ト
の
年
に
あ
た
り
ま
す
。
昨
年
発
生

し
た
東
日
本
大
震
災
を
契
機
に
、
新
た
な

視
点
で
の
行
政
の
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ

て
お
り
、「
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
」

「
人
に
優
し
い
、
自
然
に
優
し
い
ま
ち
づ

く
り
」
を
一
層
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
ま

ず
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
放
射
能
除
染
対

策
を
優
先
し
、
合
併
時
の
約
束
事
で
あ
る

新
庁
舎
建
設
は
当
面
見
送
る
こ
と
と
い
た

し
ま
す
。
ま
た
、
長
期
化
が
予
想
さ
れ
る

電
力
不
足
へ
の
対
応
と
し
て
、「
省
資
源
・

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
」
も
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

２４
年
度
の
主
な
取
り
組
み
と
い
た
し
ま

し
て
は
、
放
射
能
対
策
事
業
と
し
て
、
都

市
公
園
や
市
営
住
宅
等
の
除
染
事
業
、
保

育
園
・
幼
稚
園
・
学
校
給
食
用
食
材
の
検

査
事
業
、
一
般
食
品
な
ど
の
測
定
事
業
を

は
じ
め
、
市
民
協
働
に
よ
る
地
域
除
染
事

業
、
観
光
・
農
産
物
等
の
風
評
被
害
払
拭

の
た
め
の
広
報
事
業
を
予
定
し
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
と
し
て
、

太
陽
光
発
電
設
備
設
置
補
助
事
業
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

福
祉
面
で
は
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
の
運
営
と
、
３
カ
所
の
地
域
密

着
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
オ
ー
プ
ン

が
あ
り
、
産
業
部
門
で
は
、
那
須
塩
原
ブ

ラ
ン
ド
の
更
な
る
Ｐ
Ｒ
と
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ

ッ
プ
の
設
置
や
シ
ル
バ
ー
フ
ァ
ー
マ
ー
制

度
の
推
進
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

建
設
部
門
で
は
、
本
郷
通
り
の
開
通
と

市
営
稲
村
団
地
改
修
、
区
画
整
理
事
業
の

完
了
が
予
定
さ
れ
、
教
育
部
門
で
は
、
稲

村
公
民
館
の
建
設
と
小
中
学
校
耐
震
工
事

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
こ
の
他
に
も
、

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
の
推
進
と
災
害

時
や
放
射
能
対
策
に
対
応
す
る
た
め
に
、

組
織
機
構
の
一
部
見
直
し
も
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

市
民
の
皆
様
に
は
、
引
き
続
き
本
市
の

ま
ち
づ
く
り
に
格
別
な
る
ご
支
援
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
年
頭
に
あ

た
っ
て
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

那須塩原市長職務代理者
那須塩原市副市長 松下 昇

８平成24年 1月 5日号



広報モニター寄稿

Pi

２
０
１
１
年
３
月
１１
日
は
、
皆

さ
ん
に
と
っ
て
も
忘
れ
ら
れ
な
い

日
だ
と
思
い
ま
す
。
東
京
電
力
福

島
第
一
原
発
事
故
当
初
、
初
め
て

聞
く
「
シ
ー
ベ
ル
ト
」
や
「
ベ
ク

レ
ル
」
な
ど
の
言
葉
に
頭
の
中
は

チ
ン
プ
ン
カ
ン
プ
ン
。
お
ま
け
に

放
射
線
は
匂
い
も
な
け
れ
ば
見
る

こ
と
も
出
来
ま
せ
ん
。
私
は
と
て

も
不
安
に
な
り
、
と
に
か
く
勉
強

し
よ
う
と
各
種
講
演
会
に
参
加
し
、

今
は
主
体
的
に
被
ば
く
を
防
ぐ
た

め
に
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
参
加
し

て
い
ま
す
。
正
確
に
放
射
能
に
つ

い
て
知
る
と
具
体
的
な
対
策
方
法

が
わ
か
り
、
行
動
す
る
こ
と
で「
安

心
」
が
作
れ
る
こ
と
を
実
感
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
同
じ
こ
の
地
域

に
暮
ら
す
多
く
の
人
た
ち
が
明
る

い
未
来
に
向
け
積
極
的
に
活
動
を

し
て
い
る
の
で
、
紹
介
し
ま
す
。

い
ち
早
く
那
須
塩
原
市
で
放
射

性
物
質
の
影
響
に
つ
い
て
の
講
演

会
を
開
い
た
「
那
須
地
区
環
境
対

策
連
絡
協
議
会
」。

９
千
人
を
超
す
署
名
を
集
め
子

ど
も
た
ち
の
安
全
を
市
に
要
望
し

た
「
那
須
塩
原
放
射
能
か
ら
子
ど

も
を
守
る
会
」

（http
://housyanoukarakodo

m
ow
om
am
oru2011.blogspot.

com
/

）
勉
強
会
や
き
め
細
か
な
測
定
を

実
施
し
て
い
る
「
那
須
を
希
望
の

砦
に
し
よ
う
！
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

（http
://nasu-toride.org/

）

測
定
に
加
わ
っ
た
際
、
お
米
や

野
菜
の
農
家
の
皆
さ
ん
が
現
状
を

見
つ
め
次
な
る
方
法
を
探
す
姿
に

心
打
た
れ
ま
し
た
。

原
発
事
故
に
よ
り
、
那
須
塩
原

市
に
は
放
射
線
量
が
高
い
ホ
ッ
ト

ス
ポ
ッ
ト
と
言
わ
れ
る
場
所
が
で

き
て
し
ま
い
ま
し
た
。

こ
の
状
況
に
対
し
、
生
活
環
境

な
ど
の
違
い
で
い
ろ
い
ろ
な
意
見

や
考
え
方
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ

ぞ
れ
の
意
見
を
尊
重
し
、
何
が
本

当
に
必
要
な
こ
と
な
の
か
を
考
え
、

こ
れ
か
ら
も
放
射
能
対
策
を
続
け
、

「
い
の
ち
」
が
真
ん
中
に
あ
る
温

か
い
社
会
を
作
っ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

【
広
報
モ
ニ
タ
ー

日
根
野
尚
子
】

物
や
サ
ー
ビ
ス
へ
の
支
払
い
を

電
子
的
な
デ
ー
タ
ー
で
や
り
取
り

す
る
新
し
い
タ
イ
プ
の
お
金
で
す
。

駅
の
改
札
や
コ
ン
ビ
ニ
で
カ
ー
ド

や
携
帯
電
話
を
か
ざ
し
て
ピ
ッ
と

鳴
ら
し
て
い
る
様
子
を
見
か
け
た

こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

電
子
マ
ネ
ー
に
は
次
の
よ
う
な

タ
イ
プ
が
あ
り
ま
す
。

《
プ
リ
ペ
イ
ド
（
前
払
い
）
型
》

カ
ー
ド
型
で
、
駅
の
券
売
機
や

コ
ン
ビ
ニ
の
入
金
機
で
あ
ら
か
じ

め
お
金
を
入
金
し
て
残
高
の
あ
る

カ
ー
ド
を
使
用
す
る
の
が
一
般
的

で
す
。

《
ポ
ス
ト
ペ
イ
（
後
払
い
）
型
》

利
用
金
額
を
指
定
し
て
お
い
た

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
か
ら
後
で
引

き
落
と
さ
れ
る
カ
ー
ド
型
で
、
入

金
残
高
を
気
に
せ
ず
買
い
物
が
で

き
る
利
点
が
あ
り
ま
す
。

《
サ
ー
バ
ー
型
》

コ
ン
ビ
ニ
な
ど
で
専
用
の
カ
ー

ド
を
購
入
し
、
Ｉ
Ｄ
番
号
を
ス
ク

ラ
ッ
チ
を
削
っ
て
読
み
、
そ
の
番

号
を
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
な
ど

の
サ
イ
ト
で
入
力
す
る
と
、
利
用

金
額
分
が
差
し
引
か
れ
る
し
く
み

で
す
。

●
盗
難
・
紛
失
時
の
補
償

《
プ
リ
ペ
イ
ド
型
》

記
名
・
無
記
名
で
違
っ
て
き
ま

す
。
無
記
名
で
は
現
金
と
同
じ
で

原
則
補
償
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

記
名
式
の
場
合
は
、
基
本
的
に
申

し
出
た
時
点
の
残
高
を
補
償
し
て

も
ら
え
ま
す
。

《
ポ
ス
ト
ペ
イ
型
》

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
と
同
じ
で

不
正
利
用
が
あ
っ
て
も
届
け
出
日

か
ら
６０
日
間
さ
か
の
ぼ
っ
て
補
償

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

《
サ
ー
バ
ー
型
》

現
金
と
同
じ
で
原
則
補
償
は
受

け
ら
れ
ま
せ
ん
。

電
子
マ
ネ
ー
は
、
お
金
を
直
接

払
わ
な
い
決
済
手
段
と
し
て
定
着

し
て
い
ま
す
が
、
紛
失
・
盗
難
が

心
配
で
す
の
で
現
金
と
同
じ
考
え

で
大
切
に
扱
っ
て
く
だ
さ
い
。

地
域
の
人
た
ち
が
手
を
つ
な
ぎ

放
射
能
に
つ
い
て
学
び
始
め
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

■本
秘
書
課

�
０
２
８
７（
６２
）７
１
０
９

電
子
マ
ネ
ー
と
は
？消

費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
ゆ
〜
バ
ス
い
き
い
き
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
前
下
車
）

�
０
２
８
７（
６３
）７
９
０
０

開
設
時
間

平
日
の
午
前
８
時

３０
分
〜
午
後
５
時

約700人集まった白石氏の講演会。終了
後には多くのお母さんたちが質問をし
ていました

キッチンから放射性物質の除去が
できる方法が書かれた本もあり、
参考になります

「内部被ばくを防ぐための調理法と栄
養学」と題して白石久二雄氏の講演会
が9月21日に開催されました

平成24年 1月 5日号９



お
知
ら
せ

公
共
下
水
道
へ
接
続
の

お
願
い

生
活
環
境
の
改
善
と
河
川
な
ど

の
水
質
向
上
の
た
め
に
整
備
し
た

下
水
道
も
、
皆
さ
ん
の
協
力
を
得

て
利
用
し
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
、

そ
の
目
的
は
達
成
さ
れ
ま
せ
ん
。

市
民
の
う
ち
、
半
数
は
下
水
道

の
利
用
が
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
下
水
道
を
利
用
で
き
る

人
の
中
で
も
、
水
洗
化
率
は
８７
％

に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。

下
水
道
に
接
続
で
き
る
区
域
に

建
物
を
所
有
し
て
い
る
人
は
、
１

日
も
早
く
下
水
道
へ
の
接
続
工
事

を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
水
洗
化
の
利
点

・
家
庭
や
工
場
の
汚
水
を
衛
生
的

に
排
除
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

・
蚊
や
ハ
エ
の
発
生
を
防
ぎ
、
地

域
の
環
境
衛
生
に
役
立
ち
ま
す

・
悪
臭
が
な
く
な
り
、
掃
除
が
簡

単
に
な
り
ま
す

・
く
み
取
り
が
い
ら
な
く
な
り
、

消
毒
の
必
要
が
な
く
な
り
ま
す

・
安
全
に
、
安
心
し
て
ト
イ
レ
を

使
用
で
き
ま
す

◆
接
続
工
事
は
お
早
め
に

排
水
設
備
の
工
事
は
、
必
ず
市

の
指
定
工
事
店
へ
直
接
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。
指
定
工
事
店

以
外
の
接
続
工
事
は
認
め
ら
れ

て
い
ま
せ
ん
。

※
指
定
工
事
店
の
確
認
は
、
下
水

道
課
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

◆
工
事
資
金
の
融
資
を
あ
っ
せ
ん

し
ま
す

排
水
設
備
の
工
事
費
の
負
担
が

軽
く
な
る
よ
う
に
、
市
内
の
金

融
機
関
か
ら
資
金
の
借
り
入
れ

が
で
き
る
融
資
あ
っ
せ
ん
制
度

を
行
っ
て
い
ま
す
。

融
資
あ
っ
せ
ん
限
度
額

改
造
工
事
１
件
に
つ
き
６０
万
円

（
ア
パ
ー
ト
な
ど
の
工
事
に
つ

い
て
は
８０
万
円
）

返
済
方
法

６０
カ
月
以
内
の
元
金
返
済
（
利

子
は
市
が
負
担
し
ま
す
）

問
い
合
わ
せ

■西
下
水
道
課
�（
３７
）５
１
１
０

平
成
２３
年
度
特
定
健
診
を

忘
れ
ず
に
受
け
ま
し
ょ
う

特
定
健
診
は
、
心
臓
病
や
脳
卒

中
な
ど
の
深
刻
な
生
活
習
慣
病
の

原
因
と
な
る
、
内
臓
脂
肪
症
候
群

（
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
）

に
着
目
し
た
健
診
で
す
。

生
活
習
慣
病
は
、
自
覚
症
状
が

ほ
と
ん
ど
な
い
た
め
、
気
づ
か
な

い
う
ち
に
進
行
し
て
い
る
こ
と
が

あ
り
、
早
い
段
階
で
発
見
し
、
重

い
病
気
に
な
る
こ
と
を
防
ぐ
こ
と

が
大
切
で
す
。

集
団
健
診
は
終
了
し
ま
し
た
が
、

医
療
機
関
で
は
２
月
ま
で
受
診
で

き
ま
す
。

ま
だ
特
定
健
診
を
受
け
て
い
な

い
人
は
、
年
に
１
回
は
特
定
健
診

を
受
け
て
、
自
分
の
体
の
状
態
を

確
認
し
ま
し
ょ
う
。

※
実
施
医
療
機
関
に
つ
い
て
は
、

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

※
現
在
治
療
中
で
、
定
期
的
に
通

院
し
て
い
る
人
も
、
年
に
１
回

は
総
合
的
な
検
査
と
し
て
、
特

定
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

対

象
４０
歳
〜
７４
歳
で
国
民
健
康
保
険

に
加
入
し
て
い
る
人

内

容
質
問
票
、
身
体
計
測
（
身
長
・

体
重
・
Ｂ
Ｍ
Ｉ
・
腹
囲
）、
診

察
、
血
圧
測
定
、
血
糖
検
査
、

脂
質
検
査
（
中
性
脂
肪
、
Ｈ
Ｄ

Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
、
Ｌ
Ｄ
Ｌ

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
）、
肝
機
能

検
査（
Ｇ
Ｏ
Ｔ
・
Ｇ
Ｐ
Ｔ
・
γ
‐

Ｇ
Ｔ
Ｐ
）、
尿
検
査
（
尿
糖
・

尿
蛋
白
）、
貧
血
検
査
、
心
電

図
検
査

個
人
負
担
金

無
料

健
診
の
受
け
方

・
医
療
機
関
に
連
絡
を
し
て
か
ら

受
け
て
く
だ
さ
い
。

・「
平
成
２３
年
度
特
定
健
康
診
査

受
診
券
」
と
「
保
険
証
」
が
必

要
で
す
。

※
受
診
券
が
な
い
場
合
は
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

◆
勤
務
先
な
ど
で
健
診
を
受
け
た

人国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
人
で
、
勤
務
先
の
定
期
健
康

診
断
や
、
個
人
で
人
間
ド
ッ
ク

を
受
け
た
人
は
、健
診
結
果（
写

し
）の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

提
出
い
た
だ
い
た
健
診
結
果
は
、

国
保
の
特
定
健
診
等
デ
ー
タ
管

理
シ
ス
テ
ム
に
保
管
さ
れ
、
継

続
し
た
健
康
状
態
の
把
握
と
健

康
管
理
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
・
提
出
先

■本
保
健
課

�（
６２
）７
１
２
８

■西
市
民
福
祉
課�（

３７
）５
１
０
３

■塩
総
務
福
祉
課�（

３２
）２
９
８
８

空間放射線量測定結果
市内 5カ所の施設で測定した結果をお知らせ

します。
11月28日～12月11日までの測定結果
（単位はすべてマイクロシーベルト／時）

◆那須塩原市役所 0.29～0.44

◆西那須野庁舎 0.15～0.24

◆塩原庁舎 0.14～0.21

◆ハロープラザ 0.74～0.96

（箒根出張所）

◆高林公民館 0.38～0.52

測定結果は、市のホームページに掲載してい
るほか（更新は平日のみ）、みるメールで配信
もしています。また、市役所・各庁舎内で測定
結果を掲示しています。
問い合わせ ■本環境対策課 �（62）7141

◆那須塩原市の観光情報をとちぎテレビ「イブニング6」内で毎週水曜 午後 6時25分頃から放送中◆

■本市役所本庁舎
〒325‐8501 共墾社１０８番地２

■西西那須野庁舎
〒329‐2792 あたご町２番３号

■塩塩原庁舎
〒329‐2993 中塩原１番地２

箒根出張所
〒329‐2801 関谷１２６６番地４
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国
民
健
康
保
険

健
康
度
ア
ッ
プ
事
業

◆
４０
歳
〜
７４
歳
の
国
民
健
康
保
険

に
加
入
し
て
い
る
皆
さ
ん
へ

内
臓
脂
肪
症
候
群
（
メ
タ
ボ
リ

ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
）
を
予
防
・

解
消
し
、�
病
気
に
な
り
に
く
い

体
づ
く
り
�
を
し
ま
せ
ん
か
。

市
内
の
健
康
増
進
施
設
や
フ
ィ

ッ
ト
ネ
ス
ク
ラ
ブ
で
、
楽
し
み
な

が
ら
健
康
づ
く
り
が
で
き
ま
す
。

自
分
の
都
合
に
合
わ
せ
て
施
設

や
時
間
を
選
べ
ま
す
。

自
分
の
健
康
度
に
合
わ
せ
て
運

動
指
導
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

対

象
４０
歳
〜
７４
歳
の
国
民
健
康
保
険

被
保
険
者
で
、
国
民
健
康
保
険

税
を
す
べ
て
納
付
し
て
い
る
人

内

容

※
週
２
回
、
３
カ
月
コ
ー
ス

・
健
康
度
測
定
（
基
礎
代
謝
量
、

体
脂
肪
率
、
筋
肉
量
、
体
水
分

量
、
肥
満
度
、
骨
量
等
）

・
各
種
マ
シ
ン
を
用
い
て
筋
力
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
、
有
酸
素
運
動
、

ス
ト
レ
ッ
チ
等

実
施
施
設

Ａ
Ｔ
Ｃ
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
、
Ｋ
Ｐ

Ｅ
Ｃ
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ク
ラ
ブ
、

女
性
専
用
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス

Ｂ

－
Ｌ
ｉ
ｎ
ｅ
！
、
ウ
ェ
ル
ネ
ス

Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｐ
Ａ
、
フ
ァ
イ
ン
ド
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
、
女
性
専
用
フ

ィ
ッ
ト
ネ
ス
カ
ー
ブ
ス
西
那
須

野
個
人
負
担
額

５
４
０
０
円
（
３
カ
月
間
）

※
総
費
用
１
万
８
０
０
０
円
の
３

割
。
残
り
の
７
割
は
国
民
健
康

保
険
が
負
担
し
ま
す
。

申
込
方
法

保
険
証
と
印
か
ん
を
持
参
し
、

次
の
窓
口
で
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

■本
保
健
課

�（
６２
）７
１
２
８

■西
市
民
福
祉
課�（

３７
）５
１
０
３

■塩
総
務
福
祉
課�（

３２
）２
９
８
８

20歳がスタート！ 国 民 年 金
新成人の皆さん、国民年金の加入手続きはもう済みましたか？国民年金は、やがて訪れる老後や、生活の安

定を損なうような“万が一”の事態に備え、保険料を出し合い、お互いを支え合う制度です。20歳になったら、
忘れずに国民年金加入の手続きをしましょう。
※20歳前に就職して、20歳到達時に厚生年金等へ引き続き加入している人は、加入手続きは不要です。

国 民 年 金 の 種 類

種 別 第 1号被保険者 第 2号被保険者 第 3号被保険者

加 入
する人

20歳から60歳になるまで
・自営業者、自由業者（フリーター
を含む）、学生、無職の人など

・第 2号、第 3号に該当しない人

就職時から70歳まで
・厚生年金や共済組合に加入してい
る会社員・公務員など

20歳から60歳まで
・厚生年金や共済組合の加入者（会
社員や公務員）に扶養されている
配偶者（夫または妻）

保険料

自分で納めます
※平成23年度保険料 月額15,020円。
※①銀行やコンビニエンスストアか
ら現金納付、②口座振替、③クレ
ジット納付。

給料から天引きされるので、自分で
納める必要はありません

配偶者の加入している制度全体が負
担するので、自分で納める必要はあ
りません

加 入
手続き

市の国民年金窓口 勤務先が加入手続きの一切を行いま
す 配偶者の勤務先で行います

なお、収入が少ないために保険料を納めることが難しいときには、申請により保険料を納めることが免除さ
れる「保険料免除・一部納付（免除）制度」や、30歳未満の人で、本人および配偶者の所得が一定額以下の場
合には、申請により保険料の納付が猶予される「若年者納付猶予制度」があります。また、学生である場合で、
収入が少ないために保険料を納めることが難しいときには、申請による「学生納付特例制度」があります。
これらの手続きを行わないまま、国民年金保険料を納めないままでいると、万が一のときに受け取れる障害

年金や遺族年金が受け取れなくなる場合もあります。
【希望して加入することができる人（任意加入者）】
・海外在住の日本人で２０歳以上６５歳未満の人
・日本国内に住む６０歳以上６５歳未満の人で基礎年金額を満額にしたい人
・老齢基礎年金の受給資格を満たしておらず70歳までに受給資格要件を満たすことができる人

問い合わせ 大田原年金事務所 �0287（22）6313
■本保健課 �（62）7130、■西市民福祉課 �（37）5103、■塩総務福祉課 �（32）2988

平成24年版県民手帳 販売中

販売場所 ■本市民協働推進課、■西総務税務課、
■塩総務福祉課、箒根出張所、県内の
セブンイレブンまたはローソン

価格（税込み）

ポケット判 400円、大型判 520円
販売期間 1 月31日（火）まで
問い合わせ ■本市民協働推進課 �（62）7105

平成24年 1月 5日号１１

※
�
市
内
は
市
外
局
番
０
２
８
７
を
省
略
し
て
い
ま
す
。



水
道
メ
ー
タ
ー
の

無
償
交
換
に
協
力
を

計
量
法
に
基
づ
き
、
有
効
期
間

の
８
年
を
経
過
す
る
水
道
メ
ー
タ

ー
（
平
成
１５
年
度
に
検
定
を
受
け

た
水
道
メ
ー
タ
ー
）
の
交
換
を
行

っ
て
い
ま
す
。

交
換
作
業
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
う

た
め
、
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上

に
物
を
置
か
な
い
よ
う
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

メ
ー
タ
ー
交
換
を
行
う
業
者
は
、

市
か
ら
交
換
の
業
務
委
託
を
請
け

負
っ
た
こ
と
を
証
明
す
る
身
分
証

を
携
行
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
メ
ー
タ
ー
交
換
は
無
償

で
行
い
ま
す
の
で
、
業
者
が
交
換

費
用
を
請
求
す
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。

交
換
期
間

２
月
１５
日
�
ま
で

問
い
合
わ
せ

■西
水
道
施
設
課�（

３７
）５
２
１
３

募
集

平
成
２３
年
度
動
物
ふ
れ

あ
い
写
真
コ
ン
ク
ー
ル

作
品
募
集

テ
ー
マ

人
と
動
物
の
心
温
ま
る
光
景
等

を
題
材
と
し
た
も
の
。

応
募
作
品
の
規
格

２
Ｌ
判
（
キ
ャ
ビ
ネ
版
）

１１
・
７
㎝
×
１６
・
８
㎝

※
作
品
は
未
発
表
の
も
の
と
し
、

一
人
一
点
に
限
り
ま
す
。

※
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
で
撮
影
し
た

も
の
も
可
。
た
だ
し
、
合
成
処

理
等
の
デ
ジ
タ
ル
加
工
し
た
も

の
は
不
可
。

※
応
募
作
品
の
返
却
は
で
き
ま
せ

ん
。

応
募
方
法

郵
送
ま
た
は
動
物
愛
護
指
導
セ

ン
タ
ー
へ
持
参
し
て
く
だ
さ
い

※
写
真
と
応
募
用
紙
ま
た
は
氏
名
、

年
齢
、
郵
便
番
号
、
住
所
、
電

話
番
号
、
題
名
、
ペ
ッ
ト
の
名

前
、
コ
メ
ン
ト
（
１
０
０
字
以

内
）
を
記
入
し
た
も
の
を
同
封

し
て
く
だ
さ
い
。

※
応
募
用
紙
は
、
栃
木
県
動
物
愛

護
指
導
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

応
募
期
限

１
月
２７
日
�
（
必
着
）

そ
の
他

・
入
選
作
品
に
は
賞
状
、
記
念
品

を
贈
呈
し
ま
す
。

・
応
募
作
品
に
関
す
る
著
作
権
等

は
、
セ
ン
タ
ー
に
帰
属
し
ま
す
。

・
作
品
の
展
示
に
際
し
て
お
住
ま

い
の
市
町
名
、
氏
名
を
公
開
し

ま
す
。

応
募
先
・
問
い
合
わ
せ

栃
木
県
動
物
愛
護
指
導
セ
ン
タ
ー

普
及
調
査
課

〒
３
２
１
‐
０
１
６
６

宇
都
宮
市
今
宮
４
‐
７
‐
８

�
０
２
８（
６
８
４
）５
４
５
８

学
校
臨
時
用
務
員
募
集

教
育
委
員
会
で
は
、
市
内
の
小

中
学
校
で
働
く
学
校
臨
時
用
務
員

を
募
集
し
ま
す
。

職
務
内
容

清
掃
、
草
刈
、
学
校
施
設
の
維

持
な
ど
の
一
般
労
務
作
業
、
そ

の
他
教
育
活
動
の
補
助
に
関
す

る
こ
と

対

象
２０
歳
〜
５０
歳
で
力
仕
事
が
で
き

る
人

募
集
人
数

若
干
名

雇
用
期
間

平
成
２４
年
４
月
１
日
〜

平
成
２５
年
３
月
３１
日

勤
務
時
間

①
午
前
７
時
３０
分
〜
午
後
５
時
の

内
、
５
時
間
４５
分

②
午
前
７
時
３０
分
〜
午
後
５
時
の

内
、
７
時
間
４５
分

※
休
憩
時
間
は
各
４５
分
間
。

※
勤
務
開
始
・
終
了
時
間
は
勤
務

校
に
よ
っ
て
異
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

勤
務
場
所

市
内
の
小
・
中
学
校

賃

金

①
５
時
間
４５
分
勤
務
者

時
給
７
６
０
円

②
７
時
間
４５
分
勤
務
者

日
給
６
６
０
０
円

※
７
時
間
４５
分
勤
務
者
は
特
別
賃

金
（
ボ
ー
ナ
ス
）
を
最
大
２
カ

月
分
支
給
し
ま
す
。

保

険

①
５
時
間
４５
分
勤
務
者

国
民
健
康
保
険

②
７
時
間
４５
分
勤
務
者

社
会
保
険

諸
手
当

勤
務
先
ま
で
片
道
２
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
以
上
の
場
合
、
通
勤
賃
金

を
支
給
し
ま
す

申
込
期
限

２
月
３
日
�

※
履
歴
書
（
市
販
の
も
の
で
可
）

を
申
込
先
に
郵
送
す
る
か
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

■西
教
育
総
務
課�（

３７
）５
２
３
１

交
通
指
導
員
募
集

交
通
指
導
員
と
は
、
朝
、
児
童
、

生
徒
が
登
校
す
る
際
、
安
全
に
道

路
を
横
断
で
き
る
よ
う
立
硝
指
導

を
行
う
仕
事
で
す
。

対

象
原
則
、
立
硝
場
所
の
近
く
（
小

学
校
区
内
）
に
居
住
し
、
交
通

指
導
に
興
味
の
あ
る
２０
歳
〜
６９

歳
の
人

募
集
人
数

４
人

雇
用
期
間

平
成
２４
年
４
月
１
日
〜

平
成
２５
年
３
月
３１
日

※
勤
務
上
問
題
な
け
れ
ば
更
新
あ

り
。

勤
務
日

学
校
の
登
校
日

勤
務
時
間

午
前
７
時
〜
８
時
３０
分
の
間
の

１
時
間
程
度
（
児
童
の
登
校
班

が
す
べ
て
通
過
す
る
ま
で
）

勤
務
場
所
（
学
区
）

①
西
小
学
校
前
交
差
点
（
西
小
）

②
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
西
那
須
野
南

赤
田
店
前
（
西
小
）

③
大
山
小
学
校
前
十
字
路
（
大
山

小
）

④
那
須
農
場
角
（
大
山
小
）

賃

金
月
額
４
万
２
０
０
０
円

※
傷
害
保
険
加
入
あ
り
。

申
込
期
限

２
月
３
日
�

そ
の
他

・
申
込
書
は
■本
生
活
課
ま
た
は
、

■西
市
民
福
祉
課
に
あ
り
ま
す

・
書
類
選
考
、
面
接
を
経
て
採
用

を
決
定
し
ま
す

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

■本
生
活
課

�（
６２
）７
１
２
７

１２平成24年 1月 5日号



平
成
２４
年
度
放
送
大
学

第
１
学
期
学
生
募
集

放
送
大
学
で
は
、
平
成
２４
年
度

放
送
大
学
第
１
学
期（
４
月
入
学
）

の
学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

募
集
学
生
の
種
類

①
教
養
学
部

・
科
目
履
修
生
（
６
カ
月
間
在
学

し
、
希
望
す
る
科
目
を
履
修
）

・
選
科
履
修
生
（
１
年
間
在
学
し
、

希
望
す
る
科
目
を
履
修
）

・
全
科
履
修
生
（
４
年
以
上
在
学

し
、
卒
業
を
目
指
す
）

②
大
学
院

・
修
士
科
目
生
（
６
カ
月
間
在
学

し
、
希
望
す
る
科
目
を
履
修
）

・
修
士
選
科
生
（
１
年
間
在
学
し
、

希
望
す
る
科
目
を
履
修
）

申
込
期
限

２
月
２９
日
�

資
料
請
求
・
問
い
合
わ
せ

放
送
大
学
栃
木
学
習
セ
ン
タ
ー

�
０
２
８（
６
３
２
）０
５
７
２

FAX
０
２
８（
６
３
２
）０
５
７
０

〒
３
２
１
‐
０
９
４
３

宇
都
宮
市
峰
町
３
５
０
（
宇
都

宮
大
学
構
内
）

■HPhttp
://w
w
w
.o
uj.ac.jp

研
修
・
講
座
・
教
室

自
死
遺
族
支
援
の
た
め

の
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー

養
成
講
座

と

き

１
月
２８
日
�

午
後
１
時
３０
分
〜
３
時
３０
分

と
こ
ろ

と
ち
ぎ
青
少
年
セ
ン
タ
ー

テ
ー
マ

�
別
れ
の
な
い
さ
よ
な

ら
�
と
自
死
遺
族
支
援

講

師

清
水
新
二
氏
（
奈
良
女

子
大
学
名
誉
教
授
）

定

員

４０
人

参
加
費

無
料

申
込
期
限

１
月
２０
日
�

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

栃
木
い
の
ち
の
電
話
事
務
局

�
０
２
８（
６
２
２
）７
９
７
０

※
平
日
の
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

FAX
０
２
８（
９
０
２
）１
０
３
０

tid1999@
m
ap
le.o
cn.ne.jp

骨
粗
し
ょ
う
症
予
防
教
室

と
き
・
と
こ
ろ

・
黒
磯
保
健
セ
ン
タ
ー
会
場

２
月
１
日
�

・
西
那
須
野
保
健
セ
ン
タ
ー
会
場

２
月
７
日
�

※
時
間
は
す
べ
て
午
前
１０
時
３０
分

〜
午
後
２
時
３０
分
。

対

象

６４
歳
ま
で
の
女
性

定

員

各
日
と
も
２０
人

内
容
（
各
日
と
も
同
じ
で
す
）

講
話
・
作
業
・
試
食
・
実
技（
運
動
）

テ
ー
マ
「
し
っ
か
り
骨
」
を
作

る
コ
ツ
！

参
加
費

２
０
０
円

申
込
期
限

開
催
日
の
３
日
前

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

黒
磯
保
健
セ
ン
タ
ー

�（
６３
）１
１
０
０

西
那
須
野
保
健
セ
ン
タ
ー

�（
３８
）１
３
５
６

日
本
語
指
導
者
養
成
講
座

（
経
験
者
コ
ー
ス
）

今
回
の
講
座
は
、
こ
の
講
座
の

初
心
者
コ
ー
ス
を
修
了
し
た
人
や
、

す
で
に
日
本
語
の
指
導
者
と
し
て

活
動
し
て
い
る
人
な
ど
を
対
象
と

し
た
内
容
で
す
。

と

き

２
月
５
日
〜
１９
日
の
日

曜
（
全
３
回
）

午
後
１
時
３０
分
〜
３
時
３０
分

と
こ
ろ

東
那
須
野
公
民
館

テ
ー
マ

子
ど
も
の
言
語
習
得
と

日
本
語
指
導
の
ポ
イ
ン
ト

講

師

鎌
田
美
千
子
氏
（
宇
都

宮
大
学
准
教
授
）

定

員

先
着
１５
人

申
込
開
始
日

１
月
１８
日
�
か
ら

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
。

受
講
料

５
０
０
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

市
国
際
交
流
協
会
事
務
局

（
■本
市
民
協
働
推
進
課
内
）

�（
６２
）７
１
５
１

ス
キ
ー
＆

ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
教
室

と

き

２
月
１２
日
�

午
前
７
時
集
合

※
集
合
場
所

く
ろ
い
そ
運
動
場

場

所

エ
ー
デ
ル
ワ
イ
ス
ス
キ

ー
リ
ゾ
ー
ト

対

象

小
学
３
年
生
以
上
の
市

民
お
よ
び
市
内
勤
務
者

定

員

４０
人
（
２０
人
未
満
の
場

合
は
中
止
）

参
加
費

２
５
０
０
円
（
小
学
生

は
２
０
０
０
円
）

※
昼
食
、
リ
フ
ト
代
が
別
途
必
要
。

講

師

那
須
塩
原
ス
キ
ー
連
盟

所
属
Ｓ
Ａ
Ｊ
指
導
員

申
込
期
間

１
月
２３
日
	
〜
２
月

３
日
�
の
午
前
８
時
３０
分
〜
午

後
５
時
１５
分（
土
・
日
曜
を
除
く
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

■西
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

�（
３７
）５
４
３
９

お
詫
び
と
訂
正

１２
月
２０
日
号
掲
載
の
「
ス
キ
ー

教
室
（
第
２
回
）」
の
申
込
期
間

は
「
１
月
１０
日
�
〜
２０
日
�
の
午

前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時
１５
分

（
土
・
日
曜
を
除
く
）」の
誤
り
で
す
。

◆ ◆ 図書館だより ◆ ◆
蔵書点検に伴う臨時休館のお知らせ ＝西那須野図書館＝
蔵書点検にともない、西那須野図書館が臨時休館となります。ご迷惑をおかけしますが、ご理解をお願い

します。
と き 1月24日（火）～26日（木）
【注意】 休館中の本の返却は、正面玄関脇のブックポストを利用してください。

なお、CD・DVD・ビデオは破損する恐れがあるので、ブックポストへは返却しないでください。
問い合わせ 西那須野図書館 �（36）6001

平成24年 1月 5日号１３
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�
市
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は
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２
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を
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し
て
い
ま
す
。



催
し

新
春
囲
碁
大
会

と

き
１
月
２２
日
�
午
前
９
時
３０
分

※
受
け
付
け
は
午
前
９
時
か
ら
。

と
こ
ろ

い
き
い
き
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

２
階
研
修
室
・
創
作
室

内

容
予
選
リ
ー
グ
、
決
勝
ト
ー
ナ
メ

ン
ト

参
加
費

１
０
０
０
円

（
昼
食
代
込
み
、
当
日
持
参
）

申
込
期
限

当
日
の
申
し
込
み
で
も
参
加
で

き
ま
す

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

黒
磯
公
民
館

�（
６０
）１
１
１
５

新
春
駒
落
将
棋
名
人
戦

と

き
１
月
２９
日
�
午
前
９
時
３０
分

※
受
け
付
け
は
午
前
９
時
か
ら
。

と
こ
ろ

い
き
い
き
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

２
階
和
室

対

象

市
民
、
市
内
勤
務
者

競
技
方
法

駒
落
戦
（
敗
者
復
活
戦
あ
り
）

※
子
ど
も
の
部
あ
り
。

参
加
費

大

人

１
５
０
０
円

子
ど
も

５
０
０
円

※
当
日
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限

１
月
２５
日
�

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

黒
磯
公
民
館

�（
６０
）１
１
１
５

第
５７
回

関
東
北
か
る
た
大
会

か
る
た
大
会
の
参
加
者
を
募
集

し
ま
す
。

経
験
や
実
力
に
応
じ
、
ク
ラ
ス

を
分
け
て
実
施
し
ま
す
の
で
、
気

軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
参
加
者
は
、
県
内
は
も
と

よ
り
、
県
外
か
ら
も
多
数
集
い
ま

す
。
ぜ
ひ
、
間
近
で
名
人
の
早
業

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

と

き
２
月
５
日
�

午
前
１０
時

※
受
け
付
け
は
午
前
９
時
３０
分
ま

で
。

と
こ
ろ

い
き
い
き
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

参
加
費

１
０
０
０
円

※
参
加
費
は
当
日
集
め
ま
す
。

申
込
期
限

１
月
２５
日
�

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

黒
磯
公
民
館

�（
６０
）１
１
１
５

第
６１
回

西
那
須
野
卓
球
大
会

と

き
２
月
１９
日
�

午
前
９
時

と
こ
ろ

に
し
な
す
の
運
動
公
園
体
育
館

対

象
市
民
、
市
内
勤
務
者
お
よ
び
市

内
在
学
者

種

目
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
、
男
子
ダ
ブ

ル
ス
、
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
、
女

子
ダ
ブ
ル
ス

定

員

３
０
０
人

参
加
費

①
シ
ン
グ
ル
ス

社
会
人

５
０
０
円

大
学
生
・
高
校
生

３
０
０
円

②
ダ
ブ
ル
ス

１
ペ
ア

４
０
０
円

申
込
期
限

２
月
３
日
�

そ
の
他

団
体
で
申
し
込
む
場
合
は
、
強

い
順
に
氏
名
を
書
い
て
く
だ
さ

い
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

那
須
塩
原
市
卓
球
協
会
事
務
局

（
八
木
沢

格
）

那
須
塩
原
市
共
墾
社
８９
‐
２２

�
０
９
０（
７
８
２
０
）６
２
４
２

FAX（
６４
）０
２
４
７

勤労青少年ホーム講座
申込期限

2 月 2 日（木）

2月10日（金）

対 象

おおむね40歳以下の市民または市内勤務の勤労青少年 ※申込者多数の場合は、抽選となります。
そ の 他

教材費以外に利用者会費として、1,000円が必要です
申し込み

勤労青少年ホーム（午後 1時～ 6時30分、土・日曜、祝日を除く） �（73）5300 home@nshome.jp
問い合わせ

■本商工観光課（午前8時30分～午後5時15分、土・日曜、祝日を除く） �（62）7154

教材費

800円

無 料

定員

12人

10人

内 容

室内で壁を登るボルダリ
ングを体験

カンフーの基本的形を学
び、健康の維持・増進を
図ります

ところ

GAN’S
（井口）

勤労青少年
ホーム

と き

2 月16日～ 3月 8 日
毎週木曜（全 4回）
午後 7時30分～ 9時

2 月24日～ 3月23日
毎週金曜（全 5回）
午後 7時30分～ 9時30分

講座名

フリークラ
イミング

カンフー＆
太極拳

１４平成24年 1月 5日号
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「
く
ろ
い
そ
オ
ペ
ラ
を

つ
く
る
会
」
公
演

今
年
の
演
目
は
、
モ
ー
ツ
ァ
ル

ト
が
生
涯
の
最
後
に
完
成
さ
せ
た

最
高
傑
作
の
オ
ペ
ラ
「
魔
笛
」
で

す
。

と

き

１
月
２２
日
�

午
後
１
時
３０
分
開
場

午
後
２
時
開
演

と
こ
ろ

黒
磯
文
化
会
館

入
場
料

大

人

２
０
０
０
円

高
校
生
以
下

５
０
０
円

未
就
学
児

無

料

※
全
席
自
由
。

チ
ケ
ッ
ト
販
売
所

黒
磯
文
化
会
館
、
上
野
楽
器
黒

磯
店
、
ブ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
り
ー

ぶ
る
、
ハ
ー
ト
ブ
ッ
ク
ス
Ｔ
Ｓ

Ｕ
Ｔ
Ａ
Ｙ
Ａ
黒
磯
店
、
栃
木
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
プ
ロ
、
ミ
ュ
ー
ジ

ッ
ク
プ
ラ
ザ
Ｍ
Ｉ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
、

市
内
の
各
公
民
館

問
い
合
わ
せ

く
ろ
い
そ
オ
ペ
ラ
を
つ
く
る
会

事
務
局
（
平
塚
）

�
０
９
０（
９
３
７
３
）６
０
３
０

り
っ
く
ん
ラ
ン
ド
ツ
ア
ー

参
加
者
募
集

り
っ
く
ん
ラ
ン
ド
は
、
陸
上
自

衛
隊
唯
一
の
体
験
型
施
設
で
す
。

と

き

２
月
２６
日
�

午
前
８
時
集
合
、
午
後
５
時
解

散
予
定

※
集
合
・
解
散
場
所

市
役
所
本
庁
正
面
駐
車
場

行
き
先

り
っ
く
ん
ラ
ン
ド

（
東
京
都
練
馬
区
大
泉
学
園
町
）

対

象

小
学
４
年
生
〜
中
学
３

年
生
（
保
護
者
一
人
同
伴
）

参
加
費

無
料

※
昼
食
は
各
自
で
準
備
し
て
く
だ

さ
い
。

定

員

１８
人

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

申
込
方
法

往
復
は
が
き
に
次
の
事
項
を
明

記
し
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

・
往
信
用
裏
面

郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
電
話
番
号

※
１
枚
の
は
が
き
で
二
人
（
保
護

者
含
む
）
ま
で
申
し
込
み
可
能
。

申
込
期
限

２
月
１５
日
�（
必
着
）

申
し
込
み

〒
３
２
４
‐
０
０
２
８

大
田
原
市
富
士
見
１
丁
目
３
９

２
１
番
地

那
須
ト
ラ
ベ
ル
２

階大
田
原
地
域
事
務
所

り
っ
く

ん
ラ
ン
ド
ツ
ア
ー

宛

問
い
合
わ
せ

自
衛
隊
栃
木
地
方
協
力
本
部

大
田
原
地
域
事
務
所

�
０
２
８
７（
２２
）２
９
４
０

行
政
書
士
に
よ
る

無
料
相
談
会
（
相
続
編
）

と

き

２
月
１５
日
�

午
前
１０
時
〜
午
後
３
時

と
こ
ろ

市
役
所
本
庁
舎
１
階
市
民
室

内

容
相
続
手
続
き
全
般
、
遺
言
状
の

書
き
方
、
自
筆
遺
言
と
公
正
証

書
遺
言
書
の
違
い
、
相
続
放
棄

を
す
る
に
は
、
遺
留
分
滅
殺
請

求
と
は
、
成
年
後
見
制
度
を
利

用
す
る
に
は

な
ど

そ
の
他

予
約
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん

※
内
容
が
複
雑
な
場
合
は
、
事
前

に
連
絡
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

栃
木
県
行
政
書
士
会
那
須
支
部

事
務
局

�（
７４
）６
４
２
２

�
�
�
�
�
�
�

今
年
は
辰
年
。
辰
は
十
二
支
の

中
で
５
番
目
。
十
二
支
の
動
物
の

中
で
は
唯
一
の
、
伝
説
上
の
動
物

で
、
一
般
的
に
は
「
竜
」
の
文
字

が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

竜
に
ま
つ
わ
る
伝
説
は
世
界
各

地
に
伝
わ
っ
て
い
て
、
蛇
や
ト
カ

ゲ
の
よ
う
な
体
に
猛
獣
の
頭
、
猛

禽
の
よ
う
な
鋭
い
目
を
し
て
い
ま

す
。
ま
た
翼
が
生
え
た
姿
を
し
て

い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

竜
の
役
割
や
性
格
も
、
凶
暴
な
悪

役
で
あ
っ
た
り
、
神
聖
な
も
の
で

あ
っ
た
り
と
い
ろ
い
ろ
で
す
が
、

一
貫
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
生
き
物

と
比
べ
る
と
遙
か
に
強
大
な
力
を

持
っ
た
存
在
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
神
話
な
ど
に
登

場
す
る
竜
は
、
邪
悪
な
存
在
と
し

て
英
雄
達
の
前
に
立
ち
は
だ
か
る

様
子
が
よ
く
描
か
れ
て
い
ま
す
。

ア
ジ
ア
な
ど
で
は
竜
は
雨
を
降
ら

せ
る
力
が
あ
る
と
さ
れ
、
五
穀
豊

穣
の
神
と
し
て
信
仰
の
対
象
に
な

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
中
国
で
は
竜

は
四
霊
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
て
い

て
、
神
秘
的
な
存
在
と
さ
れ
、
帝

王
の
象
徴
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。

日
本
で
も
竜
は
神
聖
視
さ
れ
、
竜

神
・
水
神
と
し
て
各
地
で
祭
ら
れ

て
い
ま
す
。

竜
に
関
す
る
言
葉
は
、
私
た
ち

の
生
活
の
中
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で

聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。「
画
竜

点
睛
」
や
「
逆
鱗
」
な
ど
が
あ
り

ま
す
が
、
特
に
聞
き
覚
え
の
あ
る

の
は
「
登
竜
門
」
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
黄
河
の
上
流
に
あ
る
急

流
の
竜
門
を
登
り
切
っ
た
魚
が
竜

に
な
っ
た
と
い
う
中
国
の
故
事
伝

説
に
よ
る
言
葉
で
、
成
功
へ
の
第

一
歩
と
な
る
関
門
や
試
験
に
よ
く

使
わ
れ
ま
す
。

今
年
は
さ
ま
ざ
ま
な
難
関
を
乗

り
越
え
、
竜
の
よ
う
に
飛
躍
す
る

年
に
し
た
い
で
す
ね
。

●11月の火災と救急●
火災のテレフォンサービス
�0180－992009 （黒磯地区）
�（22）0119 （西那須野・塩原地区）

◎火災…建物 0件・林野 0件・その他 1件
平成23年の累計 59件

◎救急…交通53件・急病196件・その他91件
平成23年の累計 3,701件

問い合わせ
黒磯那須消防組合消防本部 �（62）0864
西那須野分署 �（36）2300
塩原分署 �（32）2949

平成24年 1月 5日号１５
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。



槻
沢
遺
跡
は
、
今
か
ら
４
０
０

０
年
か
ら
５
０
０
０
年
前
の
遺
跡

で
す
。
縄
文
時
代
で
は
一
番
華
や

か
な
頃
で
、大
型
の
土
器
も
出
土
し

て
い
ま
す
。
槻
沢
遺
跡
が
大
規
模

な
集
落
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
２１
年

１０
月
５
日
号
で
ご
紹
介
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
俗
に
３０
個
ピ
ッ
ト
と

ど
こ
う

呼
ば
れ
る
土
廣
か
ら
出
土
し
た
土

器
を
紹
介
し
ま
す
。
こ
の
土
器
群

は
、
平
成
元
年
に
国
の
重
要
文
化

財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
出
土
し

た
土
廣
は
袋
状
土
廣
と
呼
ば
れ
る

口
が
狭
く
底
が
広
い
フ
ラ
ス
コ
状

の
形
を
し
て
い
ま
し
た
。
こ
こ
か

ら
３０
個
体
の
土
器
が
重
な
り
合
っ

て
出
土
し
た
の
で
す
。
土
器
は
、

ほ
ぼ
同
時
期
に
投
げ
捨
て
ら
れ
も

あ
た
ま
だ
い

の
と
み
ら
れ
、
関
東
の
阿
玉
台
式
、

だ
い
ぎ

東
北
の
大
木
８
ａ
式
と
両
地
域
の

合
い
の
子
の
土
器
に
分
け
ら
れ
ま

す
。

縄
文
時
代
中
期
（
約
４
５
０

０
年
前
）
に
槻
沢
遺
跡
の
縄
文

人
達
は
、
北
関
東
で
隣
り
合
う

地
域
と
活
発
に
交
流
を
繰
り
返

し
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
重
要
文
化
財
の
土

器
は
、
平
成
元
年
６
月
１２
日
に

指
定
さ
れ
、
そ
の
後
す
ぐ
に
土

器
の
修
復
が
３
年
か
け
て
行
わ

れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
平
成
５

年
の
西
那
須
野
町
郷
土
資
料
館

焼
失
で
、
多
く
の
土
器
が
破
損

す
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の

時
、
国
や
県
や
市
町
村
の
専
門
家

の
皆
さ
ん
が
救
援
に
来
て
く
れ
、

焼
け
跡
か
ら
土
器
片
を
一
つ
一
つ

取
り
出
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
修
復
が

行
わ
れ
、
平
成
２０
年
度
よ
り
３
年

間
を
か
け
て
再
度
修
復
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
最
後
の
修
復
が
終
わ
り
、

展
示
し
て
３
日
後
に
、
東
日
本
大

震
災
に
遭
遇
し
ま
し
た
が
、
一
部

は
倒
れ
た
も
の
の
、
幸
い
に
も
傷

が
付
く
こ
と
な
く
無
事
で
し
た
。

後
世
へ
引
き
継
ぐ
地
域
遺
産
は
、

多
く
の
人
々
の
支
え
が
あ
っ
て
伝

え
ら
れ
る
も
の
で
す
。

こ
の
重
要
文
化
財
の
土
器
は
、

常
設
展
示
室
に
展
示
し
て
い
ま
す

の
で
、
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。
縄

文
人
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
聞
こ

え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
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「
編
集
後
記
」

▼
昨
年
は
大
震
災
、
放
射
能
対
策
、

市
長
の
逝
去
な
ど
、
那
須
塩
原
市

に
と
っ
て
も
激
動
の
年
で
し
た
。

今
月
２２
日
に
は
こ
れ
か
ら
の
市
の

舵
と
り
役
を
決
め
る
市
長
と
市
議

会
議
員
補
欠
選
挙
が
あ
り
ま
す
。

皆
さ
ん
の
声
を
ま
ち
づ
く
り
に
反

映
さ
せ
る
た
め
、
投
票
し
ま
し
ょ

う
。

○小

▼
新
し
い
年
が
始
ま
り
ま
し
た
。

昨
年
は
、
震
災
な
ど
良
く
な
い
こ

と
が
次
々
に
起
き
て
、
落
ち
着
き

の
な
い
一
年
で
し
た
。
カ
メ
ラ
を

覗
い
て
も
、
な
ん
か
重
い
雰
囲
気

を
感
じ
ま
し
た
。
今
年
は
、
そ
れ

ら
を
払
拭
し
て
良
い
一
年
に
な
れ

ば
い
い
な
ぁ
と
切
に
願
っ
て
い
ま

す
。

○興

▼
○小
も
触
れ
て
い
る
よ
う
に
今
年

は
本
当
に
激
動
の
年
で
し
た
。
そ

の
中
で
改
め
て
気
付
い
た
の
が
写

真
や
映
像
の
大
切
さ
。
何
気
な
く

撮
っ
た
写
真
や
映
像
が
思
い
も
よ

ら
な
い
と
こ
ろ
で
使
わ
れ
、
そ
の

反
響
の
大
き
さ
に
驚
き
ま
し
た
。

記
録
の
役
割
と
同
時
に
、
決
定
的

瞬
間
を
撮
り
逃
さ
な
い
よ
う
、
常

に
カ
メ
ラ
を
構
え
て
お
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

�鎌

▼
今
年
は
辰
年
で
す
。
辰
年
は
成

長
・
発
展
の
年
と
さ
れ
て
い
る
そ

う
な
の
で
、
そ
れ
に
あ
や
か
っ
て

自
分
を
高
め
る
年
に
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
で
も
、
毎
回
新
年
に「
心

機
一
転
、
今
年
こ
そ
！
」
と
思
っ

て
い
る
気
が
し
ま
す
。

○室

Vol.21
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深 鉢 型 土 器
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